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N E W S メタン減効果 海藻量産へ
商品化も視野に　高知大研究グループ

　
　
　世界全体の温室効果ガス排
出量の４％は、牛のげっぷによる
もの。カギケノリは、牛の飼料に 
０.２％混ぜて与えると、牛のげっ
ぷに含まれるメタンを最大で９８％
減らせるとされますが、量産技

術は未確立でした。
　同グループは、カギケノリから
採取した胞子を屋外タンクで培
養。オーストラリアでは１０倍量に
増やすのに８週間かかるところ、
同グループは１週間で増やしまし
た。メタンを減らす成分も、オー
ストラリアの研究事例の５倍含ま

れ、少量でもガス削減効果が高
くなります。
　研究グループの一員で、同大
大学院生の渡部勇哉さん（２３）
は、量産技術を基に、飼料添
加材を製造する企業・サンシキ
を設立。カギケノリを乾燥させた
もの、または油分から有効成分
を抽出したものを、飼料と一緒に
牛に与えられるようにします。現
在、牛に与え、メタンの削減効
果などを調査しています。販路
や売価のめどが立ち次第、本格
的な製造拠点の確保に動きます。

　平岡教授によると、カギケノリ
は研究の先行するオーストラリア
で生重量１キロ当たり約７万円
で売られています。牛のげっぷ
に課税する案が浮上している
ニュージーランドでは農家の関心
も高く、高価格でも売れるといい
ます。渡部さんは「国内に軸足
を置きつつ、将来的には海外に
拠点を置き、販売を拡大したい」
といいます。

（日本農業新聞　2024年５月12日）

培養したカギケノリ（高知県土佐市で）
　高知大学総合研究センターの平岡雅規教授（海洋植物学）らの研
究グループは、牛のげっぷに含まれるメタンガスを減らす効果があ
る海藻「カギケノリ」の量産技術を開発しました。研究が先行するオー
ストラリアの事例の８倍の速さで培養できるといいます。同大学で
はスタートアップ（新興企業）を設立。カギケノリを乾燥させるなど
した飼料添加材を、来年にも商品化したい考えです。

牛げっぷ由来

　三重県の中晩生品種の稲は、
イネカメムシ等の加害が原因と考
えられる不稔症状（しいな症状）
が発生し、一部で減収に至った事
例があります。県は斑点米の発生
抑制のため、穂ぞろい期とその７
～10日後の殺虫剤散布を指導し
てきましたが、しいな症状の抑制を
目的とした防除の知見は少ないの
が現状です。
　そこで、イネカメムシの加害時期
としいな症状との関係を明らかに
して、中晩生品種の稲において、し
いな症状と斑点米の発生を抑制

する散布適期を検討しました。
　その結果、①イネカメムシ成虫
は、出穂期直後の登熟初期にも
みを加害し、被害株では稔実もみ
の割合が低下する。登熟初期に 級品質の低下を防ぐには、その２

週間後、つまり収穫３週間前に２
回目の散布を行うとよい（図２）
――ことが分かりました。

本種の加害を受けると、もみの受
精障害や子房の発育停止が起こ
り、しいな症状となる（図１）②中晩
生品種の水田では、８月中旬ごろ
からイネカメムシの発生量が増加
し、登熟初期の穂が加害されやす
い③殺虫剤を出穂期直後に散布
して本種の加害を防ぐことによっ
て、登熟歩合の低下を抑えること
ができる。また、斑点米による等
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【図1】イネカメムシ成虫（1頭/穂）を放虫
　　　した時の不稔症状もみの割合

【図2】中晩生品種の稲におけるカメムシ類を対象とした殺虫剤の散布時期ごと
　　  の登熟歩合と斑点米率 ※本資料における「出穂期」は、ほ場全体の40～50％が出穂した日です
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